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そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

【７月】

【分析】

今年度から評価の観点が変わり、生徒の主体性を養うことと、インク

ルーシブ教育の観点から、個別最適化された授業が課題となっている。

しかし、各項目に10％弱の否定的意見が見られる。これらは、授業内の

教師の発問、教具の使用方法、数学的活動の方法に起因するため、授業

改善に努めていく。

【課題】

[１年]　「質問３」の否定的意見が18.5％と高い。1年生は、中学校数学

の各領域において基盤となる学年である。そのため、誘導ではなく生徒

に発見させる授業・発問で、数学的概念を身に付けられるよう、授業改

善を行う。

[２年]　「質問２」「質問３」の否定的意見が10％と高い。授業中、生徒

がお互いに確かめ合える場面や、考えを深め合える場面を増やしてい

く。

[３年]　「質問３」の否定的意見が11％と高い。3年生は、これまでの中

学校数学の既習事項を基に、深めていく学年である。新しい公式や証明

など、生徒主体で考えられる場面を授業内につくっていく。

68

65.9

54.2

25.8

25.3

44.4

4.1

7.7

1.4

2.1

1.1

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年

２年

３年

質問1．数学の授業では、授業の始めに１時間の流れを把握す

ることができ、学習しやすい。

67

65.9

65.3

27.8

23.1

29.2

4.1

8.8

5.6

1

2.2

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年

２年

３年

質問2．数学の授業は、分からないことや疑問に感

じたことを振り返るための手立てがある。
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質問3．数学の授業は、新しい疑問や興味が沸き、

自ら学習したいと感じる。
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質問4．数学の授業では、自分で考える場面や話し合い

の場面があり、学習しやすい。
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質問5．数学の授業では、状況に応じた教具(画像・動画・プリ

ント・道具など)が利用されていて、学習しやすい。


